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N,e?dalis 属の研究史( ]I )
草 間 慶 一†

(静岡大学理学部)

5.   Necud,alis と Mlolorchus についての論争

前項までに述へたように, 總の くなった種の方は

Stenoptert‘s に入れることが一般に受け入れられたが,
翅總の短縮された種の方では主にイギリスとフランスの

昆虫学者の間で論争が続いた。

1853 および55年に WHITE が大英博物館のカミキリ
のカタログをまとめた時, 破は NEWMAN の意見を全

面的に採用した。、、'HITEの方タログ中から属とそのシ
ノニム, および一::'の に含まれている種を第4 表に示し

た'o'。
IS59年,  スェー デンのC. G. THOMSONl7' 〔J. THOM-

SON とは別の人で.ちるが,  しばしば混同されている〕*
は, NEWMA,S や 、、'HITE に近い考え方であるが,
LINNE のl - iS年の .Vecydalis に入っ ていた ,n a., o r

と minor のうち, ,,taj or を iVec・、,d al i s に含ませ,
_nor の方は新 C - loptera を作り* 'これに移し,
この属のタイプf重に指定した。 Moiorc・h“s には FAB-

RIcIus が l 9:2年にこの属を作った時に入っていた um-
beltatarum を:あて一:: この属名も残した。 すなわち次の

ようである。

.、「ec、・d al is ma jor
Moiorcht‘s t‘mbe uatar um

Caenoptera minor
1866年l ' 'には被はCaenoptera を Mo1orchusの亜
属とし**

Mo1orcht‘s (s. st r ) umbe11atart‘m
Mo1orcht‘s (Cae,toptera) mtnor

としている。

フランスにおいて: i:., WHITE のように M o1orcht‘s

を廃したり, C.G. THOMSON  のように新属を設立して
minor をそれに移すような分類法には反対で, J. TH0-

第4 表 WHITE (1855) の分類Io'

一 -   ・ -   - - l - - -        - - -  - - - - _ - -            _ -    ・ ・    - ・  l l ・

シ ノ ーム .LVecydalis (一部) LINN.a)
(;ymnopter ion (一部) SCHRANK

名

産

地

1. Sidus NEWMAN,  オーストラリア
2.  u eua tarum. LINN., ョー ロツパ

3.  insular is 新 ,  文那 (11:港)
4. bimacu,1atus SAY,  北アメリカ

5.  Corn i LECONTE,  合 国 (アラ,'マ,
力ロライナ)

6.  mi nor LINN.,  ヨー ロ ツ , 、

'-.  I, ldicus HOPE, 北イン ド

S.  ntgriceps新和, 東インド(Moulmein)
番,J-,  属名;  ll2b' ,Vecydalis LINN

シ ノ ー ム Motorch!‘s (一部) FABR.e'
Gvmnop・terion (一部) SCHRA‘NK

種

名

産

地

1.  maj or LINN., ヨ ー ロ , , 、

2. ‘fMt CHEVR., ヨ ー ロ ッパd'
3.  melanop tert‘s DEJ.,  ブラジルe'
4.  aur icomus NEWMAN, オース ト ラリア

5.  ? depressus MOTCHULSKY,「 コーカ
サス,   ウラル山脈

6.  ,ne i l i tus SAY,  北ア リガ (合衆国)
a) 117 番, Ste'topterus ILLiGERのシノニムの所にも.

Nee:ydal is (一部) LINN. とある。
b ) 111番, C;1aphvra NEWMAN は現在は Molo reh us の
シノームo この属の唯一の種の semMsta NEWMAN l:t , .、l
bimaeulatus の亜種になっている。

c ) 115番, Hesthesis NEWMANのシノームの所にも, .、!o-
1orchus (一部) FAB. とある。

d )  2 種をはっきり区別しているのではなく , ma.,or の方に
も現在 ulmiのシノニムとされている種が3 つ入っている。

e ) 現在の何に当るか未調査であるが, ‘Vecydai is ではない。
f ) Moto rc hus umbe u at a r u m のシ ノーム。

KUsAMA. Keiichi : Histor ical Review of Nee:>'dal is
(Ce ram b、,c idae ) ( ll )
〔  〕中は 者の注。

* '原著を見ていないので.   Caenoptera が新属でi fかれた:0、,
新亜属か不明。  引用した文献を見ると両者がある。  一応前号

第2 表の 「亜属として記較」 は取り消しておきたい。
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MsoNはl860年の彼の著書中では次のよ うに取り扱って
いる 'o)。

245

246.
シ ノ ニ ム

ダイ プ種

G. ・Vecydah's L.
(WHITEカタログ,  p. l81 6種)

G. M o1orchus FAB.
Hel iom anes NEWMAN

( ymnopterion SCHRANK
M minor L. ( Necydalis)
MULsANT氏を手本として私〔=J. THO-
MSON〕  もこの種が,   この属のタイプ種

と考える。

と述べ, Mo1orchusのタイプ種に minor を指定し,
さらにl864年l9)にはNecydalisのタイプ種としてN
major を指定した。

MULSANT も 1862 年の彼の “フランスのカミキリ”

の第2 版で-o' , Mo1orchus (s.str ) に minor を入れ,
新IIE属 Linotnit‘sを作り,  これに“mbe11atarum 1 種

のみを合ませた。 この J. THoMSoN-MULsANT方式
が今まで日本で用いられてきた分類法である。

FA IRMAIRE も同じような考え方で, l864 年の彼の

“ヨーロッパのtP ” 中において l ',  Moiorchus に

Int ,for を指定している。 その他もほぼMULsANTに同
じであるが, 異なる点としては Co,,chopterus なる新
属を作り,  こ h,に ,‘mbe11atarum l を入れたことで

あるo
一方イギリスにおいては, IS31年の CURTIS'°'  およ

び WESTWOOD (Isle年)13'は, 両者とも .Vecydalis
の ダイブ は minor であると指定しており,  この考え

方を受けついで PAscoE はIS67年aに,  フランス流の

分類法に反対し, 次のように主張している。

「Mo1orcltt‘s は FABRICIUS により ‘V maj or L.

に対して創立された属である。  Necydalis  の名前は最

初 LINNAEUSにより彼の“I ter OElandicus ' *中で,
N minor に対して用いられた。  しかし“Systema Na-
turae'' の第12版中で〔第10版の間速いと思う。 Zoologi-
cal Record 4: 291 (1S67) にもその指摘あり〕** 初め

てその特長がはっきり述べられている。 そ してその時

は, ・V ma.,orが先に置かれている。 それゆえ,  もし,
属の第 1 番目の種をダイ ブ種と して取るならば,  1 つの'

種に2 つの属名が与えられる こ とlこなる 〔Mo1orchus

* LINNEがいつ書いた著書か未調査。  しかし “Fauna Sue-
olea'' の第1版6) (1746年) でも, .iVecyda l is には mi no r
しか含まれてないとのこと。

一 〔  〕 中は 者の益。

major と Necydah's maJ'or〕。  しかしこの属の第1 番

目の種をその属のタイプ種とする,  という法則をリンネ

の種に常に適用するのは間速いであり,  また通常このこ
とは行われていないo 例えば,  いわゆる彼の Leptura
のタイプは今では Donacia で あ り,   Ceramby.t は

Acrocinusである (LePtura およびCerambyitの属
の1 番最初に ll:かれている aquatica と 1ong imanus
のことで,  前者はハムシ科のネクイハムシの l 種,  後者

は南米のテナ力'カミキリである〕。 その他 Scarabacus,
C‘mtharis, Tenebrio, Carabus, Elater ,_ どでも第 l
番日の種は別の新しい属名が付けられている。  さてNe-
cydalisについてリンネの記述した特長に非常にあいま
いなもので, “Antenna setaceae. Elytra alls minora,
breviors angustior. Cauda simple '. 最初の記述はお

そらくハサミムシとの区別のっも り であったと思われ

るo

一方,  FABRIcIUs のMo1orchusの記 は明らかに

第 l 番目の種である M.  major  のみから取られてお

り,  これはEnt. Syst8)中の彼の法則〔属の第 l 番目の
種をタイプ種とする〕 に従っている。  もし FABRICIUS

が V m inor をタイプ種として取ったのならば,   彼は

“A nte nnae t horace longicoribus' 〔触角:;::前Ia'lより
も長い〕 とは,tjかなかっただろう。 なぜならば, minor
で:-_發角は体長の2 信もあるから。  リンネの の定 は

どの種にも当て:;tまるが,  事実彼のaの大部分は 質の

ものである。 FABR IcI Us の記 に0・' っ ,こ り と 'naJ'or
に::通i用されるが, mi,for には通用され '1:い。 それl l)
えiL. 〔PAscoE〕 は,  Mo1orchtsのタイプ種にmajor
を当てるべきで,  ,Vecydalis に:=最初にこ:リ名前を与
えられたminor に対して用いるべきであると思う」。

以上のように理路整然と, ・Vec_、,dalis とMotorchus
のタイプ種はフランスで言っているのとはちょうど逆で

あると述べている。

こ 0主張に対して,  フランスの LACORDA IRE2S) は

1869年, 彼の大著 “Genera des coleopteres'' の 77頁
の脚註において,

「.Vecydalis と Mo1orchus の名前に 明を必要と

する。 一番最初の .Vecydal is の記 は, 1 3;i)一年に出版
さ れ こ “Systema Naturae” の第1 版中で, こ0本は非
常に なものであるが,  この中で: - 何ら種の指示はな

い。 その後リンネはカミキリモドキ科とジ・ ウカイ科の

後に置き, N mi,for と umbel tatart_l・.次いで 、m a -

J'or を追加した 〔_nOeaaiar!‘m について:二, 現在は

SCHREIBER となっている〕o

- 2 -
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1792年, FABRICIUSはこの3 種をもって Mo1orchus
属を作り 〔本当;1:・i 種, 前号参照〕, Necydalisなる名
前に.カミキリモドキなどに用いた。
長い間このように考えられていたが, MULsANT

(1S39年) がこれら2 属を区別した最初であり,  Nlecy-
dal is に ma,'or を, Mo1orchus には他の2 種を当て

た。後者〔minor〕が原記載の中でNecydalis につい
て述べた性貿 ;こ通i合する唯一の種であ り,  も しその事が

よ l) 価値のある事ならば, PAscoE の意見のように逆
になると i 〔LACORDA限E〕 は思うo さもなくば Mo-
1orcht‘s を鹿要して NEWMANによってminor とum-
be11atar um をもって設立された Hel ioma,tes  を探用

しなけれは' '◆二 ら一 いo しか しながら少な く てもフ ランス

において:;::,  最近の著書の中では MULsANT の意見を

用いた。 命名法をこれ以上混乱させないために一致させ

る義務があると fi t 思 う」。

と述べて,  .、'ec_、・dalis L. に abbre・t1iat t‘s PANZER,
major L.. ,neMtl‘s SAY の3 f重を入れ, Moiorcht‘s
FAB. に m t n o r L. を, Conchopterus FAIREMAIRE
に i‘mbeitatar t_ t を入れている。
このフランス IILの .、,1ecydalis  のタイプ極を m a., o r

とする考え方が.  その後 ドイツでも  GANGLBAUER
(ISSつ年) ',   REITTER (191年) '' ',   オランダ人の

AURIVILLIし'S (191つ) t '),  ロシヤのpLAVILSTSHIKOV
( l936)、;'') などでもi来用され,  現在に:iiっている。

6. NecUdalis と Motorchu.s
の今までの分類法 '

以上 史的に述べてきた分類法をまとめてみると,
〔 I 〕 .、-. ,n l ,,or を .Vec_、・dalis属とする。

{ .、-ec:、・dalis mi,for_、 oforc /1l‘s 'n aJo r
Cし-RT IS ( IS34)
、、ESTl、'COD (Is le)
PASCOE (IS6'-)

〔 l 〕 .、'. major を .Vec_vdaiis属とする。
( i ) .、1o1orchus を認め, minor をこの属の代表的
な極とする (以下の亜属などを認めない人 *印,  も少な
くない)

「.、'ec_、' - is"laJor
t.l1oforc t‘s m inor

Mo1orc1l t‘s, M. (Linomius) また ;::  Con

choptert‘s umbe11atarunt
Mし-LSANT (IS39, IS62)
TH0.、lsoN, J * (1S60,  IS64)

FA IREMA IRE ( l864)
L ACORDAIRE (1869)
AURIVILLIUS* (1912)
MIToN0 (1940) 30'
GRESSITT ( l951) 31)
L INSL;EY* (1963)

( ii)  Moiorcんusは認めるが, minor をこの属の代
表的な種とは認めない。

{Vecydai is maJ'or
Caenoptera または Mo1orchus (Cae,topte-
ra) minor
Motorchus umbe11atar!‘m
THOMSON, C.G. ( IS59, 1866)
PLAV ILSTSH IKOV ( l936, l940:'01, 1948a2')

(i i i) Mo1orchus を認めず, ・Vecydalisのシノニ
ムとし, Motorchu,sの代りに別属を作る。

{ 」Vecydalis majorHel iomanes m inor, l i t‘mbeltatar !tm
NEWMAN (1840)
W HITE (IS55)

{ ・Vecydaiis maJ'orCaenop・tera minor, C m be11atar um
REITTER (1912)
pICARD ( l92.1) 3a'

以上の・l つの様式に大別できる。 者の意見とその理

Lt!は後で述べるとして, 19~20t!l:紀における別の間題に
ついて触れてみる。

第5 表 J. THOMSON (1Sbf1) .つ,、'ec、・dal ini

番号・ 属 名 地
上 現在の族

23 S Ste'topterus ILLIGER ・111 Stenopterini、'
239 Ca M ,n!‘s MULsANT 州 Stenopterinia'
24C, Stenor/opalus BLAN-

CHARD( Plat、,noceraの 南 米 、、lee、・dal i ni
シノニム)

2-ll Hephaestto,t NEWMAN 南 米 ecydal ini
24:2 CoiobusSERVILLE (nee

ILLIGER) (ホノーム, 東洋区Cal lichrominib'
‘、Jothopet‘s PASCOE) ,

12431 atAymOSC言 南 米 Necydal1nll OMSO N

244, U1ochaetes LECONTE 北 米' Nee、・dal ini
245: .Vecydaas LINNE 是 No d、-d al i ni

l 旧 北, . .

2461 Motorchus FABRICIUS北米, Molorchml
247; i pam'a PAscoE 是 l Molorchini

a ) AURIv ILLItJs のガタログ (1912年) では Molorchini.
b ) GREssITT & RONDONの“ラオスのカミキリ” (1970年)

p.140, Fig 24 c参照

- 3
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b

d

Cent rodera

、 、
_

En cyctops

roro i ,'n us

Pidonia(0mpha1odera)

A noptode ra( Co r1fm1bia)

第2 図 ハナ カ ミ キリ亜科の後理1翅脈40), '

7. Noel,da tis, M,olorchusおよび
Stenopterusの T r ibe について

これら3 属は最初はすべて同じグループに属すること

を疑わずひとまとめにして, 現在の Necydaliniに相当
する Tribe (族) に入れられていた。

例えば J. THoMsoN (l860年) では, Lepturitae(現
在のハナカ ミキリ亜科に相当) の第 9  Division Necy-
dalitae (族に相当) には10属が含まれているが,  これ

らは現在では -l 族に分けられている (第5 表)。
1864年 SCHJODTE34)が初めて

h

k

_
3A:  2A, 2A二 I A
十3A二

S tyton‘s

Anef1omorpha

Catt idi tim

Xy1ot rechtls

Cal i imoxys

Mole rebus

第3 図 力ミ キリ 亜科の後 組9、IC'

.Vecydalis→Lepterini (現在の亜科に相当)
Motorchus→Cerambycini ( 〃 )

と異なったグループに入ることを明らかにした。 そして

Stenoptert‘sについては, Ca1lidini に類似すると述べ
ているo

次いで1S66年, C.G. THOMSONがMo1orchus FAB.
と Caenoptera THoM. を Cerambycidae の Motor -
china (族) に, ・Vecydalis L.  を LepturitaeのNe-
cydalina (族) に属するという現在の形にした。
しかしその後も Necydalis をヵミキリ亜科iこする人

4 -



車間度一 : Neeydalis 属の研究史 ( ]I)

m

n

N. g igantea

1、f mor iyai

N fo rmosana

q
r

N. odai

N ha r mandi

IV. sol ida

第4 図 .、'ec_、,daiis の後期通脈36'

-1、、
. 、

, /

も多く, 例えば PIcARD (l924年)33', 松下真幸 ( l933
年)3''), 水戸野 夫氏 ( l940年)3°)がある。
ハナカミキリ亜科とヵミキリ亜科の区別点は次のごと

くである。

中胸背板の発音部は中央の線で左右に分けられる。

後期翻脈に Al と 2A2 が存在し, I A が 2A,+。と
接続している

(第2 図)
ハナカミキリ亜科

中胸背板の発音部は大き く ,  2 つに分れず一体にな

る。 後翅翅脈は 2Al  または 2A2 を欠くか, ある

いはその商者 とも欠 く一ーーーーー一 カ ミキリ 亜科

(第3 図)

ではいったい Necydalisはどうかと言うと, 発音部は

一体で左右に2 分されていない。 これは明らかにカミキ
リ亜科型。

後翅翅脈は郷違氏の最近の発表36) を引用させて戴く

と, iVecydalisCVecydalis) のgiganteaとmoriyai,
N. (Eonecydalis) formosana は 2A1 と 2A・ があ

りハナカミキリ亜科型 (第4 図m, n, o)。 .Vecydalis
(1Necydalisca) の harmandi と solidaは 2A2 を欠

き (第4 図 s, t), カミキリ亜科型。 ‘V cd‘u に至って
は個体により 2A, と 2A。 のある もの (第-l 図 p),
2A, を欠くもの (第-1 図 q), 2A2 を欠く ものがある

(第4 図 r) ./' (後翅翅脈の記号は FoRBEs3') のを使

用)。
2Al と 2A2 の存在する場合でも, 真のハナカミキリ

科の属の後期では :2A。 が Y字状に l -、 と 、、,の両
者に接続しており, かなり述つた印象を受ける。そのた

め :tAt と2A,があるからハナカミキリIIE科と号えるよ
りは,

,Vec_、,daiis(‘、'ecydaiis) →‘V. odai→.V. (.Vec.、, la-
1isca)→2Al を欠くヵミキリ i[E科→2.,、l  と A・ のな

いカミキリ IE科→Calli,,for_、,s 型→ .、f o1orc・/1us 型
と, 一速の通脈の1fiり:を-1?え, 後通 に:?aしてはもっ
とも原始的なカ ミキリ重ll科と ,15-えた方が道前が立つよう
に患う。

以上述へたよう;二, ・Vec_、,d‘,11s ;;t現在の分類法iこ従
えば,  カミキリ亜fトiこ入れる方がハナカミキリ亜科に含
めるよりは要当で:らると言うことができるが, 両li t科の
いずれに入れてもしっくりいかない. これと同じよう.な
例は Phi lus など.l 属を含む Phi l ni で,  ノコギリカ

ミキリ fif i科に入れる人と, ハナカミキリ1111科の族にする
人があり, 結論が出なかったが, CR0?、'SON (l955年)3S)
は Phil inae と 立させてしまい, GREssITT and R0-
NDoN ( l970年) 'もこれを示持している。
これにならい, ecydalinaeを提案するのは, Nee_、,-

dalis 以外の 、、・ecydalini の属の後理がほとんど調べら

れていない今日, あまりにも早計であるが,  1 つの可能

性として考慮しても良いであろう。
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Mecudat is属の研究史 (I) の言T正と追加
第 l 表 (Vol. 1, No. 1, p :1, 番号 l l , bro◆・icornts)
カミキリモドキ科? (J 0 - ツツシンクイ科 (正)

.  FABRICIUS( lS0l) は Systema Eleutheratorum
l (p. S-) で, Lymer_、Ion属に移したが,  この属は

Lyme、、、,・1onidae ( ツツシンクイ科) の基本属で;らる。
その後SCHENKLING (l915) は JU、lKのColeoptero-
rum Catalogus, Par64 (p 3) で . i t ractocer“s PALIs
属に入れている。

第3 表 ( ibid., p 3, 下より2 行目)
MULRANT (誤) 一→ MULSANT (正)
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ハ チ ジョ ウ ウス アヤ カ ミ

幼 生 期の 形

郷 遠†
(東京都新宿区南山伏町5 )

この属のカミキリは, 後ばねが退化*') ,2' しているカ ミ

キリのグループとしてコブヤハズカ ミキリ Mesechthis-
tatus binodosus (WATERHOUSE) 等と同様に, 各地

区により, 特定の分化をしてきたカ ミキリとして, その

分布は動物地理学的に興味をもたれている不重である。 ハ

チジョウウスアヤカミキ、) Bumetopi a /1eiana HA?'A-
sHI は伊更urn,に分布し, 最近では1 総、島3'・S', 伊更
半島4' ,S' でも i来集されているが,  これら本州での採集例

は, 海流の関係で hostが源流したものでなぃかとぃう
こと等を考!Iaに入れると,  もう少し長い口で見ないと±

;あるいは原産しているとは,」えないと患われるので,
数多くの地点での採集例の報告があることが望ましい。

本文の目的もそこにあるので, 新しく 9Eの形態をのべる
と同時に, 野外における近似極との区別もOf記した。

a 1letaaaについては竹類6)'S', メ ダケ' ''SI, オオ ,、

シャプシ' ',S), 等の採集例が報 'iされ, また材中のi i】11,
あるいは成虫の採集例として, 竹類6) , ホウライ竹2',
ダケの生竹 '', メダケ?S), 等がある。

キ

態

り の

に つ い てt

本文に用いた検体はいずれも下村'微氏によるもので,
また, host の同定には島地 博士をわずらわしたので,
併せて御礼中し上け' る。

幼虫の形態

本?重の1,h!i、の形態については, すでに中村'll;'暗・ 小島

三(1971)S' により報告されているので, ここでは幼虫

の全体図 ( Fig 2 ) を示すだけにとどめ, その他は'職li・
し, 追加すべき2 点のみu◆す。

(1)  原 の‘11,「, Xに使用された検体は,  下しんひげの第
:2 節がi「i:ill しているために不明とされている。 'lf者の観
察した検体では, 下しんひけ'第2 節は第 l 節と同じく淡

かつ色で, 太さは第 l 節 : 第2節≒2 : l , 長さはほぼ

等しいか, 第2 節の方がわずかに短かった ( Fig 3 )。
(2)  本和iの幼'11、はa?面より見て, Ill:門の後方第9 Wf節
上に, 微細なJ I刺 Urogomph iがl  本 るとされてい

が, ~ei者の観察した3 例においては,  2 本幅狭く並んで

いるものが:2 例,  1 本のものが l 例であった。 l 本のも

' Tooshi GOH: Morphological notes on the immature stages of i3umetopt'a bet-ana HAYASHI
* この の後ばねは,  コブヤハス カミキリの境状の出一・h _ ぺて なり (Fig. 1), 小さいながら明らかに羽化時の仲要と, 1離it的
な i班l?も見られる。 後ばねの退化現象は, 後ばね目1'の-:-ii小という他に, 羽化競度の標のはねの仲展様能の要失とい -)因子も考え
られる。

、

Bu tetop ia he iana HAYA'HI Mesechthis tatus binodosus (WATERHOUSE)

F ig. l 退化した後越 (Atrophic hind wings of the adult)

- 7 -
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郷 違 : ハチジ i ウウスアヤカミキリの幼生期の形態について

のは尾刺の部位が正中部よ り外れていることよ り,  2 本

あるものが原形で,  l 本のものは片方が退化したもので

はないかと思われ, 多数例の中には, 尾刺をまったく欠

く個体も出てくる可能性がある。

以上に使用した検体は, 下村微氏により1972年2 月16
日, 伊豆三宅島のアズマネザサの類Pleioblastus sp. の

自生立枯れより採集した3 個体を使用した。 なお, 同氏

によると, 三宅島の本種は, 成虫はススキの根元に多く

発見され, 幼虫もその中に認められるとのことである。

期 の 形 態

全体的にずんく- りした円筒形で淡黄色。 頭頂は円く毛

がなく , 触角第 1 節は太い。触角基部後方および間にか

け左右おのおの :2 ~ l 本の毛がある。 面平坦で幅広く

逆三角形状。 角基部間の幅は広い。限の内側に:2 ~ 3
本の毛があり, 大腿・上に:2 本, 上唇上左右におのおの5
~ 7 本の毛がある。上居, 頭概部の境は満状に凹み, 頭

插上部には左右2 ~ 3 本づつ毛がある。上 の先端は二

山状となり, 小あごひけ'には毛を認めない。 前ug1'Tは平
坦で前条? およ0' 中程におのおの毛が に 列し, 中程の

ものは比事l2的多く ,  ともに正中部は無毛。また中 より

後線近くにかけV字状に近く不明l uaこ◆が d東生する B
l f側緑は中 で二山状に実出しfifi側' ﾀ起となり,  -・の

:基部はふちどられるごとく四み, おのおの10本前後の毛
が密生する。 中l的,」、たて販, 後小たて板は毛がほとん

どなく1直跡的, 小たて版ll ~はやや明らか。
触角は では体側に10・い下行し, 後股 節の前方で二,ll
曲内転し, さやはねの先端よりほほ'4の部を E・切って
中 ・ 前度野t節の外側に a・い上行し, 小あご l l・け'のつJ'限
外側で止る。 では, やや上部で 曲内転し, さやは'ね
の先端よりほ'ま13の部を 切り, 中・ 前 °け節の外側に

沿い上行し, 前It ﾘ節端,  小 ごひげの先端両外側附

で止る。

触角第3節は作側に沿い 曲する。

各足付節は太く, 各腿節先端近く外側に微毛が5 ~ Io 本

横列する。

さやばね端は第-1 厓X節中程に,  後肢端は第4  厓X節後
にほぼ位置する。

各腹節は 漢明らかで, 背面の第1 腹節上には微細毛

が左右5 ~6 本づつ分布し, 刺状突起はほとんど見られ
ない。 第2 ~第5 a更節には後部に刺状実起を横列し, 第

5 腹節にはさらにその上方にも2 ~4 本の徴細な刺状実

起のある個体もある。 これらの刺状実起は, 外側に近い

ものに長毛を伴う価向がある。 第6 腹節中央都後緑は後

方にやや突出し, 刺状実 は不規則となり, 第7 腹節で

は上緑部を除き全体的に分布し, 尾端都は周囲に刺状実

起と長毛を分布する。

各腹節腹面はほとんど毛や刺状実起を認めず, 尾端節

は肛門の側方から上方にかけて隆起し, 多くの微毛があ

る。

以上に使用した検体は, 前述の幼虫3 個体のうち,  2
個体を飼育し, 1972年S月13 日第化, 同年S月')9 日に羽

化した と, 197:2年9 月';' 日鋪化,  9 月12日固定した
を基にした。

=体長l5. Smm, 前 幅3. 6mm, 最大体頼3.7mm
=体長16. 5 mm, 前胸幅3. 6mm, 最大体福」.3 mm

ハチジョ ウウスアヤカ ミキ リと

ハイイロヤハズカミキリの幼虫, i語の区別点

竹類を host とするカミキリは,  この他;こ・ ケトラカ

ミキリ, べニカミキリ, ハイイロヤハズー'1 ミキリ, サビ

アヤカミキリ等が判っているが, その食性や, host の
太さ等より考えると, 野外で一番鑑別を必要とするのは
ハイイ ロヤハズカ ミキリである。 キポシ ビカ ミ キ リ

vbra_flavo,,iaculata BREUNI、'Gの.幼.1_ i iも, 本f,tiの
幼!11と一見して似ているが, host が全 ちがう (モミ )
のと, やや小さく , 尾,例がないことなど一t区別できる。
ハ・:fージコウウスアヤカミキリ, 、イイロー「ハズカ ミキ

リは,  ともに細い (径一 ~ S mm前後) '''r 福ﾌ中空部に
いて, その内、整を ftし, 中空部の前後を・t -? で充 して

いて, 生態もよく似ている。 以下のべるこ 「)二者の区別
点は, 野外で肉1111 ~ルーべで判る 度のも oで;らる。
表のように, はっきり区別できるし, 4.一さもハイイ
ロヤハズカミキリの方が大きいから, 送をいえば, 野外

でゥスアヤカミキリの願の動!.t!を・i\  りた.  、時は.  やや細
目の竹をねらった方が効率的のように考え;::, aるが, 度

肉なことに, 竹の極類によっては材部が ''・ く ,  したがっ

て中空都の内径は外観だけでは予測でき:i :い、

表 ハチジ ・ ウウスアヤカ ミキリ .二.ハイ f ロ
ヤハズカ 、キリの 虫, の区 i 」点

幼

ハチジ ・ ウウスア ハ / ' ロヤハス' カ
区別点 ャ カ ミ キリ ミ キ ・1

前 背
・ 背前報の毛; -

長く酸
前1.-1 .つ毛1:: 短く密
十 る

下口節 白 色 福 色

虫 ,
° 一
背 面 l 細毛多く分布 ' 太く 更 かい掲色の

_
l 尾培節 ,  (尾割に小さい)  ' 針 1毛,つ;密一生

先端二山状で毛 '- l 先 : -丸く , l 'ぼ上 9 少なく不規則 l 二列状に毛が横列
さ やば
ね端

・1 ' 9丸し するどく針状に実
出する

1 ' 江門上方および側 1 毛、- なく トグ

_

尾 端
方:-'毛で囲まれる l 状実 で囲まれる

0印は特にa、 り やすい点

- 9
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最
カノコ状の 細毛多く

太いW. i刺毛 尾利2 本(小さい)

前機の毛は ; く密生

出色 自色

M /1ona fi‘rcaia B - letopla /1eiaaa
F ig 5 2 fitの?力11!の区別点 (Di fference of

far、・a)
a . l端面-,' f面の11 (dorsal 、・ie、、・) b. 前

事j1' fの1' (hair of pronotum) c. 下口‘

の色 (coloration of h、postoma)

a

b

Nij)bona furcata Bumetopia /teiana
Fig 6 2 種の知-1の区別点 (Difference of pupa)

a. 上しんの毛 (hair of labrum)  b. さや
ばねの先端 (elytral apex) c. 尾培部の◆

(hair of abdominal apex)

Summary

In this paper, it is described as to the larva and

pupa of Bt‘metopiaheiana HAYASHI, and also host

plant (Pleioblastus sp ).
At jmmature stages, B heiana resembles NiPhona

f t‘rcata BATES in for m and food habi ts.

But B heiana can be distinguished fr om N fur-
cata by “coloration of hypostoma, hair andurogom-
phi of abdominal apex, hair of pronotum,”at tar、-a,
and “ha jr and form of labrum, form of elyt ral ape 、

hair of abdominal apex,” at pupa.

10
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稿

稿KM虫i
ヤェヤマクピナガハンミ ョ ウ与那国島の記録

ヤ :: , ヤ マ ク ビ ナ ガハ ン ミ

ョ ウ Co y r ls ooc1looen-

sis KANOは従来, 八重山

諾島の石垣・ 西表両島に産

することが知られていた

が, 華者は与那国島での採

集標本を持っているので報

告しておく。
l ex., 与那国島字良部岳,

9. . 1973, 正木清採集

標本を.itf 与された正木、,ti
氏, 標本写真を写して頂い

た石原俊9t ｯ-  に深 する。

杉野 広一

(〒(l63 西宮市上大市4-1-18)

伊豆神津島のクワガタ2 種

藤田 ,

0「t i:i ;部 iのほぽ中央に位選する神li t島からは,  ノコキ'
リ ・ コ ・ ミクラミヤマ・ ネプト ・ チビの :I a重のクワ力'タ
が,一置録されている。
者は l973年, 同島にて調 i iをされた高集 正1救氏の採

集品より来記録と思われる下己「' 手重を頂いたのでここ:こ
報告する。

1. ミ ヤ マ ク ワ ガタ

Lucanus macul i femoratt s MOTSCHULSKY
l , 神津島返1民分岐点付近, l6. ?1.1973,

高;系正敏採集
ヤマグワの結校に止まっていたもの。

本極の伊豆諾島における記録は今までになく , 今回の

採集は大変興味深いことと思われる。 写真から判るよう

に, 形態上も大f9の 曲など従来のミヤマクワカ'タとは
異なっており, 将来別亜種になる可能性もあるという。

小型個体であり, かつ l 6のみの採集なので, 現時点

ではこれ以上の考察は差し控えたい。
2. マメクワガタ Fig ttlt‘s Punctatus WATERHOUSE

l ex., 神津島返浜分岐点付近, 16. . l 973,

高柔正敏採集

タブと思われる太い伐採木上にて。

本極は1972年, 御蔵島で発見され, 伊豆話島にも分布

虫

左 : ミヤマ クワ力'タ 右 : マ ,' クワ力'タ

することが知られるようになったが, l973年神津島にて
も採集された。

末 ながら, 資重なt票本を快く.,!f与下さった高系正敏
氏,  日 より伊i i話島のクワ力'タについて(三1.々 と御教示
頂いている市川敏之氏一 に.惑 いたしたい。

( 〒110 台東区台東2-29-6)

ジュウシチホシハナムグリの

奧多因こおける記録

藤田 '1二

ジュウシチホシハナムグ

リ Paratr ichi“s sej)to,,i-
decimguttatt‘s SNELLEN
VOLLENHOVEN l;t比較的
南方系のハナムグリで, 分

布は本州 ・ 四国 ・ 九州・ 屋

久島とされている。

本州においては, 主に紀

伊半島以南にて得られてお

り, それ以北では関束山地

に沿って断辺的にわずかな

記録があるにすぎなかった

が, 最近, 東京都下奥多摩

でも本種が得られているこ

とは, 一部の同好者によ り知られている

同地における記録はまだ発表されていないと思われる

ので, 者の手元にある記録を報告しておきたい。
l , 奥多 御 山, 27. ?1.1971, 下村微採集
1 , 奥多摩六石山,  7. VI.1973, 深町宗通採集
l , 奥多降六石山, 14. W.1973, 条久仁雄採集

以上の3 個体は, すべてact地に乳白色の一定の紋をも

l _
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つものであった。

貴重な標本を恵与下さった各氏に深謝したい。
(〒110 台東区台東2-29-6)

徳島 割山でアオナガタマムシを採集

小笠原 隆

尾換道を少し

より得ら た。

1973年7 月, 徳島県剣山でカミキリ

ムシを採集中に, アオナガタマムシ

Agr ilus marcopoti ulmi Y. KURO-
SAWA を得たので報告する。

本種は北海道・ 本州・ 九州の山地よ

り採集されているが, 東京都下奥多摩

日原・ 山梨県小金沢以外の地ではかな

り稀な種で, 四国における記録は今回

が初あてと思われる。

l ex., 徳島県剣山, 30. W. 1973,
小笠原E ｮ採集,  藤田宏保管

採集地点は,  リフト終点西島駅から

ったt'''高l750m付近で, 概f?不明の結校

(〒一SO 高知市西 f l泉 -f・l'、0- l9)

紀伊半島で採集された注目すべきタマムシ2 種
秋山 -IT;

1. シリグロナカポソタマムシ

CO「act' ttS kta1tgS“antlS 1ti9「011taCttlat“S
、. I、UROSA、VA

日本産ナカポソタマムシ属の最大の種でま)るが, 現在

まで採集された 数は.n沢I l彦 t、鮪mによれば,  タイプ標
本を含めてわずか2 :2 である* '。 者は幸いにも 5
頭めである f一 良県伯母子 l l産の標本を見ることができた
ので報告しておきたい。

l , 集良県伯母子 , 19. . 1971, 松田潔採集

ミズナラのビー ティングで得たという。 本種の原産地

は, 伯母子岳の続きの,' ﾝ障ノ 山で,  この付近一帶は深

い原生林におおわれ, 採集者もほとんど訪れていないよ
うで, 今後の調査が楽しみである。

* ) 1 , 和歌山県 降ノtfl山 (helot、pe); 1 ,

新潟県黒川村 ; 1 ・  山梨県東山梨郡三富村西沢
(以上, 甲虫ニュース NolO, 19,0) ; 1 , 札幌

市円山 (未発表)
2. アカヘリ ミ ドリ タ マムシ

B!‘prestis (Cypr iacis) m'porn'ca HOSCHECK

日本産タマムシの中でもっとも美しい種であろうが,
福島県湯ノ花温泉を除けば, 数ヶ所で各1 ~2 頭が採集
されているにすぎない。

1 , 奈良県荒神山, 25. W.1972, 松田潔採集

関西地方では原産地の京都に次く'記録であろう。採集
者の松田氏によれば, の茶屋付近において2 m位の高
さにあったマツの枯枝についていたという。

なお, 現在まで採集されたアカヘリミドリタマムシは

すべて で, はまだ採集されたことを間かない。 この

種に限らずタマムシ一般に が少ないようであるo
末筆ながら, 快く発表を許された松田潔氏に深く感謝
したい。 なお, 標本は華者が保管している。

(〒235-02  横浜市磯子区坂下町1 - 43)

神案川 城ケ島の

ルイスナカポソタマムシの記録
藤田 宏

ルイスナカポソタ マムシ Coraebtts rusttca'lus LE-
WIS は北海道・ 本州・ 四国・ 九州および伊豆諾島に産

する比較的少ない Coraebusである。
本種はffli1.i部1jにおいては海i?付近にても得られるも
のであるが, それ以外では中山111:に産し, 低山帶および

平地からの採集例を間かない。

lf者はここに, まったくの平地で:らり, かつilti1tであ
るところのPit '川Il,1三浦市域ヶ l. j産の際本を所持してい
るので, 大変興味i来く患い, 標・しておく。

1 os., 東京羽化悦出, 31. V. l9-2, オー, 'ヤシャブシ
材 (三1111市域ヶ島, :25. 「「. l9 2, 下付1識t?集)
末11fながら, i't重な漂本を快く ''‘ll '3:-下さった下村能u:'Ill
に深1aiしたい。

( 〒110 台東区1:東'、一29-6)

青森, Wにおけるオオルリハ シの冬期採集
、附 理

オ オル リ ハム シ Chr_、,soiina ,・irgata 、 lOTsCHUL-
s K Y f. obscurofasiata JACOBY の冬期:こおける採集
例があるので報告する。 本極は美魔なことや日本産ハム
シの中では比較的大型であり, また産地;こより色彩を異
にすることで有名であるが, 生息環境が水、辺であること

や比較的少ない極に属することなどから, 越冬報告はな

かったもようである。

今回採集された個体は, 私の手によるものではないた

め詳しい採集状況はわかりかねるが, 水辺の のよ うな

ところでオサ掘りの際に出てきたもので, かなり個体が

新鮮なことから, おそらく の終りから秋期にかけて発

生したものではないだろうか。

I e?., 青森県十三湖,  7 ~12. :SI t9T3, 坪井採集

なお, 本極は日本海側では山形・ 新潟・ 佐渡に採集

があるが, 青森県では初めての記録と思われる。

- 12 -



一末華ながら, 上記標本を恵与された坪井氏, ならびに

発表にあたりいろいろと御指導いただいた平野幸彦氏に
感謝申し上げる。

(〒182  調布市柴崎2-IS- l )

長野 軽井沢における

オオシラホシハナノ ミの記録

平山 洋人

ハナノミ科オオシラホシハナ

ノミ Hoshihananomia pi rika
KoNo は, 本州からは現在ま

でに群馬県片品村大沢, 兵庫県

氷ノ山から記録され, 原産地北

海道の他に四国・ 九州でも採集

されている( 未発表) らしいが,
いずれの地においても稀なもの

のようである。

1973年, 者は軽J h沢におい
て本f重を採集しているので報告
しておく。

1 , 長野In北佐久部i iJl:;沢
町 '?ヶ崎山, S. lI . l973
ワレモコウ, アー'l:ミ頭の多い
i:原を 期中のもの。

末 ながら, 本 の同定および御教示下さった高・系正
敏i tに深く感alしたい。

(〒336  浦和市大字文蔵l l-'S)

山梨 のオオキポシハナノ ミの記録

高桑 正数
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しておきたい。

2 , 山梨県大月市小金沢林道 (標高約 1310m),
30. w. l972, 木村欣二・ 露木繁雄採集, 標本筆者保管

なお, 上記山梨県産は他産地のものと比較じてとくに

差は見いだせず, わずかに1 嘯ﾌ上翅黄色 がやや淡色

であるにすぎない。

(〒236 横浜市金沢区六浦町3577)

伊豆半島でハチジョウウスアヤカミキリ を採集

小田 義広* ・ 久保田篤男**

ハチジョ ウウスアヤカ ミキリ Rumetopi a J'aponica
heiana HAYAsHI は従来, 伊豆諾島から知られていた

が, l9'' '年に石田正明氏によって千葉県聯浦の採集例が
報告され (月刊むし18号, l6頁), 本州にも分布するこ

とが明らかとなった。

筆者2 人は静岡県伊豆半島下田付近を訪れた際;こ,
ダケ材中より成1tiを得ることができたので, 千葉県下に

続く本州の記録としてここに報告しておきlこい。
12exs.、 伊 i i半島下田~ 崎, 11. 11. 19'l'3

」
左 : 右 :

* (〒:253-CI  神奈川県高座郡寒川町倉見)
** (〒3.i6  久喜市六万91 埼玉県国芸試験場)

長野県戸台でヨコグロケシ力 ミキリ

大; = 昭夫

19T3年5 月.i ,  5 日に長野県上伊那郡戸台を訪れた際

に同所の枯木を採集してきたところ,  ヨコク' ロケシカミ

キリ Eェocentrus fs1ieri GRESSITT が1 頭院出した

ので報告する。

1 , 横浜羽化脱出, 21. V. l973, 材種不明
(長野県上伊那郡戸台, 4. V. l973, 筆者採集)
本種は革間度一 (1973,  日本産ヵミキリの生態と分布
一覧表, 新しい昆虫採集案内m) によれば, 札幌' 南大
雪・ 福島県 ノ花・ 奥日光・ 武尊山から得られ, 長野県

- l 3 -
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下からはまだ報告はないものと思われる。
( 〒230  横浜市 見区潮田町3-138- l )

長野. ﾊ扉温泉で ネモンヤツポシカミキ

林 良一

1972年3 月l9 日に長野県松本市外の扉温泉から持ち帰

ったサルナシ材を, 帰宅後の同年4 月2 日に割ってみた

ところ, ムネモンヤッポシカミキリSaperda tetrast i-
gma BATES 1 (成虫) が出てきた。

温泉の早川広文氏によれば, 同地での採集例を間か
ないということなのでここに報告しておく。

なお, 同じサルナシ材からは後日に多数のアカネカミ

キリ Phymatodes maaki (KRAATz) が脱出した。
(〒154 世田谷区上馬5-38-3)

ムネモンウスアオ力 ミキリ石垣島の記録

杉野 広一

台湾原産のムネモンウスアオ

カミキリ Pareutet rapha 'na-
gnlfica (SCHWARZER) は, わ
が国からは八重山一ｾ  島西表島で
の3 例の報' 'i '),2' があるが,
者は石1i i fliから採集できたので
報告しておく。

1 , 石 島オモトi i , 11.
IV. l973, 杉野広一採集

なお,  この個体は項部と前
の-lfい f. uni color である。

1)  小島・ 林・ 国吉・ 渡辺: 高知大学学術研究報告
14, 自然科学n No 9 , 99, 1965

2) Y oK oYAMA, H : Ent. Re、'.  Japan 2312),
p icO, 19 1

(〒663  西宮市上大市4-1-IS)
伊豆御蔵島の力ミキリ2 種

藤田 宏

1. ハネナシチビカミキリ

Palaus、,bra hachi joensis HAYASHI
1 , 御蔵島nl崎高尾, 30. '「1.1973, 藤田宏採集
伐採木のビー ティングによる。
1 , 御蔵島川田, 1. 11.1973, 藤田宏採集
シイ倒木のまだ估葉が付着している枯枝のピー ティン

グによる。

本種は東南アジア (パラオ諸島) に同属極をただ1 つ
もち, また形態的にも写真に示すように, 一見アカガネ
カミキリにも似る? という特異な種である。

t
,

左 : ハネナシチビカミキリ 右 : アヤモン

チ ビカ ミキリ

八文島 (原産地) と御蔵島より記録されているが, 八
:;l:島では原記破 (1958年) 以来採集された話は間かず,
また御蔵島においても数例のみで最近は得られていなか

ったもののため, 報告しておきたい。

2. ァャモンチビカ ミキリ Sybra ordi,fata BATES

1 os., 御蔵島里, 1 ~ 8 . ?1. 1973, T _、'0MURA ・ T.
AKIYAMA 採集
極子島以南の島々 には・?-通に産し, 四国・ 九州にも分
布するが, 本州からは面在実な記録を知らない。 もちろん
伊 “部tからの記録も従来なかったもので (沢田・ 渡辺
( lg(;g) の記録はミクラチビカミキリ S、・b rod iboma

mikurensis HAYAsHI  のことである), 今回が伊更
島としては初めてと思われる。

( 〒110  ・合 i区111・東2- 9-l))

屋久島でオ

ー 14 -

、

=f,

、

・

ニホソコバネカミキリ を採集

川田 一之

者は, l973年一 月に屋久島を

れた際に, オニホソコ , 'ネカ ミキリ
Necydalis gig・antea KANO を

.   採集した。これまで は3 頭得られ

ているが, は初めてと思われるの

で報告する。
1 , 屋久島白谷, l. '「11. l973

土場を飛んでいる所を採集。◆

この個体は, 排馬県大沢産のもの

と比較すると, 触角がい く ぶん長

く, 細い体をしている。

なお,  この土場で: t数日の間に,
本極のほかキスジトラ (subsp ka-
makar ii) ・ ムモンチャイロホソパ

ネ・ トラフホソパネ・ アラカワシロ

-e  へリ トラ ・  ヤクシマミ ドリ等のカミ



キリが採集された。
虫一稿

(〒164 中野区東中野5-20- l3)

関東周辺における トワダムモンメダ力

力ミキリの採集記録2 例

斉藤 秀生* ・ 川田 一 之**

トワダムモ ンメ ダカカ ミ キリ Stenhomalus l ight i
CREssITTは北海適・ 本州・ 四国より分布が知られて

いる種であるが, 長野県松本周辺・ 東京都下高尾山・ 札

幌市 舞を除いてはその採集例は稀で, 産地も限られて
いる。

筆者らは関東周辺において, 下記の通り本種を採集し

ているので報告したい。

l , 静岡県天城山, 13. V.1973, 斉藤秀生採集
白色花上にて。 同地では,  3 頭めの個体と思われる。

l 2 , 神奈川県丹沢物見峠, 14. f .1973, 川田

一之採集

キプシ描枝中より採集。丹沢山現では, おそらく初記

録と思われる。

* (〒l5.1  世国谷区弦巻4-2-1-,  くるみl「E30号)
** (〒l64 中野区東中野.-)-:20- l3)

奧多摩川乗谷で

フタスジカタビロハナカミキリを採集
l、旬山 i'

フ タスジカタビロハナカ ミキリ E◆,od inus bi fasci-
at“s Japonict‘s MATSUSHITAの関東以北における採
集例は少なく, 東京部下奥多1?からは御 山施, 三ifi山,
五日市などで数頭が得られているにすぎなし。

者は本極を川乘谷にて採集しているので, ここに新
産地として報告しておきたい。

l ex., 奥多 川乗谷, 28. IV. 1973, 陶山i字採集
午後3 時頃, 川乗沢の停留所の後にある岩壁に飛来し
たところを採集したものである。

なお, 当日は暗天無 で, 気温も高かった。

(〒160 新宿区若葉l - l・1, 吉野方)

東京都下奧多庫で
ホソツヤヒゲナガコバネカミキリを採集

藤田 宏

ホソツヤヒケ'ナ力' コパネカミキリMo1orchusnitidus
OBIKA は, 新潟県姫川谷・ 秩父・ 長野県伊那戸台・ 兵
庫県氷ノ山・ 英彦山・ 対馬? などで採集されている (革
間要一, 1973,  日本産ヵミキリの生態と分布一覧表, 新
しい昆虫採集案内m)。
筆者らは奥多 で本種を採集したので報告する。

左 : 右 :

1 , 東京都西多摩郡奥多摩町小留浦( 標高約-100m),
26. IV. l973, 華者採集

1 , 上同, 3'1. IV.1973, 斉藤秀秋採集

4 2 , 東京都西多摩郡水根 (標高540m), 30
IV.1973, 筆者採集 (写真)

5 1 9, 東京都西多 郡fi ll谷橋 (標高540m) , 3.
V. l973, コf者採111、

4 1 , 上同, 一郎採集

なお, lij:谷橋では他の Mo1orchusとしてォダヒク'ナ
力'コ , 'ネカミキリとコジマヒゲナカコ,、ネカミキリをそ
れそ'れ l ずつ採集できた。
末 ながら, 同定・ 御教示頂いた小比「i 正1改氏, ま

た, 御動力下さった無i'?一国S・ 無?右二郎・ 行l集秀秋の各
氏に深,al したい。

(〒110 台東区台東1一':'9-6)

高知, W室戸a甲における
キイロメダカカミキリの記録

深町 宗通

- 15 -

(〒1';'0

キイロメダカカミキリ Sten/!o-
malusnagaoi HAYASHIは, 従
来, 九州 (北部) ・ 本州 (春日山)
の分布が知られているが, 者は

高知県室戸岬より持ち帰った結枝

(クスノキ科) より, 本種を羽化

させたので報告する。

7 exs., 東京羽化脱出, 6~13.
w.1973,  クスノキ科材(高知県室
戸解, 6. ?1.1973, 筆者採集)
なお, 九州(立花山), 本州 (春
日山) の標本と比較してみたが,
差異は見い出せなかったことを付

記しておく。 .

豊島区上池 2-2S-13, 新井方)



編 集 後 記

0早いもので, 今年もも う採集シーズンたけなわ
の頃. すでに奄美・ 沖縄方面では春性の甲虫採集
の成果の声も聞こえてくる.  とりわけ, 八重山に
おける日本未記録のエンマコカ ネの発見は, 1974
年甲虫界のすばらしい幕あけを節つてくれた・
そういったなかで, ELYTRAの今年第1 号を

お届けする. やはりカミキリが主体となってしま
っているが, 短編記録はかなり充実したものとな
ったのではなかろうか.

0稿虫 (KC)CHU), 短報欄のタイトルはこれに
決った. いろいろな案をお寄せ下さった方々 には
編集局一同, 心から御礼申し上げたい・
“虫ペン” というネームには, 残念ながら及は
ないかもしれない.  しかし, 内容はひけをとりた
くないものこ. 稿虫, すなわち, 甲虫の原稿書き
のムシ, のネームにふさわしく, 分布・ 生態・ 形
態などの短編記録をどしどし送って下さるよう,
みなさんに強くお願いする.

OELYTRA処女号では, 内容的にはっきりと3
つのノ、 ターンを示してみた. つまり, 原著論文,
短編記録, 随;11・ ニュース記事一般, であり, そ
れらはELYTRAの将来.に対する1 つの試みで
あった.
さて,  これらに対する評価. 学会通の人から
は, 学会誌と第打つ以上はもっと原著論文を主体
とするよう編集せよ,  と教えられた. 一方, 若い

層の人からは, ユニークで大変に気に入ったから
同じスタイルで続けるよう望む,  とほめてくれた
人までいる. そして, 似顔絵の入るような文章
は, 別に第2 会誌を作ってそれに掲載したらどう
か,  という大変に建設的な意見を下さった人もい
た.
これらは,  どれもこれももっともな意見であろ

うと思う. 学会誌という性格をよく知つている方
々は, ELYTRA処女号が従来の学会誌とはずい
ぶん違った冒険的性格であったことに心配された
の-'ころう . また, 若い人や情報がなかなか入らな

い人は, 学会誌という従来の堅苦しいパターンを

抜けtこ した処女号がよかったのかも しれない し,
あるいはニコ_ - ス的性格のものがありがたかった
のかもしれない. さらに, 第2会誌の案は, いわ
ば相対する性格を熟知したうえでのもっとも無難
な行き方だろうと思う.
編集局としては,  もちろん, 皆さん全部が満足
できるような会誌へと近ずくことを考えている.
それと同時に, ELYTRA を編集しがいのある独
自な誌風へと, だいそれた望みも抱いている・ そ
こで, 現時点における編集局の考え u iが,  原著論
文の投稿が多くなってその掲載に追われる時期が
くるまでは, 会誌は ELYTRA 1 本にしぼりた

い. そして,  もし可能であるならば, 原著論文と

随筆一般とが同一誌内にあっておかしくないよう
なものをめざしてみたいと思う. いかが ' 'ろう
か?
いずれにせよ, ELYTRAは原者論文が主体と
ならねばならない.  う_;' i重をあげた.ま'かりの会誌
では不:表かもしれないが, fl'i極的に原著論文を送
って下さるよう, 語先生がた, ‘游先J'ftがたに, 西:
びお願いする .

0第2 第2 号は何とかして10) 」中に: 1:: 発行し t二
もの. 投稿 切りは 8 月20目 . たとえ古い:l来集
例であっても‘融; ｷにとどめて .:,  くぺ ものは, 原

稿をお寄せ下さい. 記録することも三 ?こ, 同好者
のマナーでありたいもの, などとIE券手なことを ,1
って第2 巻第1 号を終えよう・

(高聚正敏 記)
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